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誰もが安心して生活できる社会へ

　
本
年
も「
県
民
目
線
」「
生
活
者
目
線
」「
勤
労
者
目
線
」の

立
場
に
立
ち
な
が
ら
、地
方
分
権
、地
域
主
権
を
重
ん
じ
る

愛
知
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。私
自
身
が
目
指
す
も
の

は
、こ
の
十
二
年
間
変
わ
る
こ
と
な
く
、生
活
者
の
立
場
に

立
っ
て
県
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
、地
方
分
権
、地
域
主
権

を
進
め
、共
生
社
会
を
つ
く
る
た
め
、未
来
へ
の
責
任
と
持

続
可
能
な
成
長
で
き
る
愛
知
を
目
指
し
ま
す
。そ
の
た
め
の

進
む
道
と
し
て
、理
念
と
方
向
性
を
共
有
で
き
る
同
志
と
し

て
、私
た
ち
地
方
議
員
が
主
体
と
な
る
愛
知
の
地
域
政
党

「
新
政
あ
い
ち
」（
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
）の
一
員
と
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。あ
ら
た
め
て
、地
域
を
歩
い
て
有

権
者
、県
民
の
声
を
シ
ッ
カ
リ
聞
き
、地
域
の
問
題
を
身
近

な
と
こ
ろ
で
解
決
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
声
に
、こ
れ
ま

で
以
上
に
お
応
え
で
き
る
今
後
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

一
昨
年
か
ら
本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
瀬
戸
市
北
部
地
域
で
計
画
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電

所
施
設
設
置
事
業
は
愛
知
県
土
地
開
発
行
為
に
関
す
る

指
導
要
綱
に
基
づ
く
事
前
協
議
は
、関
係
機
関
と
の
調
整
が

十
二
月
で
終
了
し
、愛
知
県
へ
の
手
続
き
は
次
の
段
階
と

な
り
ま
す
。私
は
今
後
と
も
し
っ
か
り
と
県
行
政
に
対
し
、

事
業
者
を
指
導
す
る
よ
う
発
言

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
皆
様
の
声
を
も
と
に
日
々
の

活
動
に
力
を
入
れ
ま
す
の
で
、今

後
と
も
、ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　愛知県議会12月定例議会は12月3日～
20日まで開かれ、一般会計補正予算や条
例の制定・一部改正など45議案を可決成
立させるとともに、平成29年度一般会
計・特別会計・企業会計決算を認定いた
しました。
　なお、その内の一般会計補正予算につ
いては、スタートアップ企業の新たなアイ
デアとモノづくりの優れた技術との融合
によるイノベーションを誘発し、本県産業
の成長を拡大させる好循環を形成するた
めの中核拠点に関する調査費や、台風21
号及び24号により被災した農業施設の再

建及び撤去に対する補助金等が含まれ
ています。
　また、都道府県では初となる「愛知県
認知症施策推進条例」を制定いたしま
した。これは、平成29年9月に策定した
「あいちオレンジタウン構想」を含めた
県の認知症施策を総合的に推進しよう
とするものです。（4面参照）
　高齢化の進展等により、今後更に厳
しい財政状況に陥る事が見込まれます
が、誰もが安心して生活できる社会の
構築に向けて、新政あいち県議団を挙
げて今後も取り組んでまいります。

県政レポート 〒４89‐0881 瀬戸市熊野町83番地の8（尾張瀬戸税務署南隣）
TEL（0561）85‐5195  FAX （0561）82‐1375
E-mail:masanari@nagae.info
URL:http: //www.nagae.info

都
道
府
県
で
初
の「
認
知
症
条
例
」を
制
定

元
気
な
瀬
戸
・
愛
知
を
考
え
る

　本県の認知症高齢者数は、2012年には約23万7千人でありましたが、2025年には約40万人（高齢者の５人に
１人）になると見込まれており、認知症に関する施策の推進が喫緊の課題となっています。
　こうした状況を踏まえ、本県では認知症施策の更なる推進を図るため、平成29年9月に「あいちオレンジタウ
ン構想」を策定し、認知症に理解の深いまちづくりのモデルとなる先進的な取り組みを、地域づくりと研究
開発の両面から推進しております。
　また、「あいちオレンジタウン構想」の取り組みを後押しし、認知症施策を総合的に推進するため、都道府県
では初となる「愛知県認知症施策推進条例」を本議会において制定しました。
　この条例では、全ての県民が認知症について「じぶんごと」として取り組み、認知症の人及びその家族が
安心して暮らすことができるよう、
基本理念を定めると同時に、県の
責務や市町村・県民・関係機関及
び事業者の役割を明らかにすると
ともに、施策の基本となる事項を定
めております。
　今後この条例に基づき、地域の
関係者と一丸となって認知症施策
を推進してまいります。

　開館以来40年、多くの方々から貴重なコレクションを御寄贈いただいてきま
した。現在まで寄贈者309名、寄贈点数は6,000件を超え、館蔵品全体の8割
以上を占めています。そのうち外国陶磁コレクションは寄贈者42名、寄贈点数
は約2,200件を数えます。これらの作品は常設展示室での展示のほか、他館
展覧会への貸出や外部から依頼された書籍・論文への画像掲載など、館内外
の様々な分野で幅広く活用されています。この展覧会はそうした中から、とり
わけ遠い道のりを経て当館に収まっている外国陶磁に焦点をあてて、世界の
やきものの共通点やそれぞれの個性にスポットをあてて紹介します。 
会　期：平成31年1月12日（土）～3月24日（日）
休館日：原則月曜日

　２階エレベーターホール地域資料エリアの展示コーナーでは所蔵する地域資料から、普段目にふれるこ
との少ない珍しい資料、貴重な資料を選んで展示・紹介しています。
現在は平成31年2月27日（水）まで―愛知の陶磁器産業史―として
『尾張名所図会』・『張州府志』（写本）・『尾張志』（写
本）・『愛知県地理誌』 明治10年・『愛知県地誌』 明治
21年・『愛知県商品陳列館図案資料』 大正2年が展示
されています。私は写真の図書（愛知県商品陳列館図
案資料第4回）を実際に手に取って読んできました。
休館日：月曜日、毎月第２木曜日　
所　在：名古屋市中区三の丸1-9-3　
電　話：052-212-2323

『愛知県認知症施策推進条例』 の制定について

◎急速な高齢化の進行に伴い、認知症高齢者の大幅な増加が見込まれています。

（注）全国 :「日本における認知症高齢者人口の将来推計に関する研究」による速報値。糖尿病有病率の増加により上昇すると仮定した場合。
　　 （平成27（2015）年1月27日厚生労働省老健局公表）、愛知県 :「愛知県の将来推計人口（65歳以上）」に上記研究による有病率（糖尿病
　　　有病率の増加により上昇すると仮定した場合）を乗じて算出
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「愛知県陶磁美術館の受贈外国陶磁コレクション選」

愛知県図書館「愛知の陶磁器産業史」の紹介

愛知県陶磁美術館開館40周年記念企画展
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デ
ー
タ
活
用
が
付
加
価
値
の
源
泉
と
な
る

「
S
o
c
i
e
t
y
5.
0
」の
到
来
な
ど
、時
代
の
変
化

の
速
さ
を
鑑
み
、今
後
ど
の
よ
う
に
産
業
労
働
政
策
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

近
年
、経
営
者
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
に
加

え
、A
I
、I
o
T
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
加
速
度
的
な

進
展
、自
動
車
産
業
の
1
0
0
年
に
一
度
の
大
変
革
期

の
到
来
な
ど
、本
県
の
産
業
構
造
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
す
新
た
な
政
策
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、新
た
な
課
題
に
対
応
し
た
総
合
的
な
産

業
労
働
施
策
と
し
て
、「
あ
い
ち
産
業
労
働
ビ
ジ
ョ
ン

2
0
1
6
|
2
0
2
0
追
補
版
」と
し
て
策
定
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
起
爆
剤
と
す
る

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
取
り
組
む
た
め
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
・
生
産
性
の
向
上
」を
施
策

の
柱
と
し
て
設
定
し
、そ
の
上
で「
中
小
・
小
規
模
企
業

の
企
業
力
強
化
」な
ど
既
存
の
施
策
の
充
実
も
合
わ
せ

て
、50
以
上
の
事
業
を
新
た
に
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

知 

事

「
産
業
労
働
ビ
ジ
ョ
ン
の

  

見
直
し
」に
つ
い
て

1

子
ど
も
の
貧
困
は
社
会
全
体
で
向
き
合
う
べ

き
課
題
で
あ
り
、支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を
応
援
し
た

い
と
い
う
県
民
の
皆
様
の
善
意
の
受
け
皿（
基
金
等
）を

県
と
し
て
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

９
月
議
会
に
お
い
て
、児
童
養
護
施
設
の
児
童

等
に
対
し
、大
学
進
学
に
必
要
な
入
学
金
等
の
準
備
金
を

支
給
す
る
と
い
う
、寄
附
金
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
を

お
認
め
い
た
だ
き
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
、特
に
経
済
環
境

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、未
来
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、行
政
の
み
な
ら
ず
、地
域
や

民
間
団
体
と
力
を
合
わ
せ
、社
会
全
体
で
子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
役
立
て
て
も
ら

い
た
い
」と
い
う
県
民
の
皆
様
の
思
い
を
、し
っ
か
り
と

受
け
止
め
る
新
た
な「
受
け
皿
」や
、ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
、速
や
か
に
検
討
を
行
い
、県

民
の
皆
様
と
と
も
に
応
援
す
る
取
り
組
み
を
一
層
充
実

し
て
い
く
。

知 

事

「
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
に

  

対
す
る
福
祉
対
策
」に
つ
い
て

2

「
大
阪
府
北
部
地
震
」や「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨

（
西
日
本
豪
雨
）」な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
に
つ
い
て
、

課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、こ
の
課
題
を
今
後
ど
の

よ
う
に
本
県
の
防
災
対
策
に
活
か
し
て
い
く
の
か
？

平
成
30
年
は
自
然
災
害
が
立
て
続
け
に
発
生

し
、ま
さ
に
災
害
列
島
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

る
年
と
な
っ
た
が
、こ
れ
ら
の
災
害
で
得
ら
れ
た
教
訓
を

本
県
の
防
災
対
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
、先
ず
は
大
阪
府
北
部
の
地
震
を
踏
ま
え
、８

月
に「
第
３
次
あ
い
ち
地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
改
訂
し
、他
の
対
策
の
拡
充
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
耐
震
対
策
の
促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
を
追
加
し
た
。

　
さ
ら
に
、今
年
度
に
発
生
し
た
大
き
な
災
害
に
つ
い

て
、国
や
被
災
自
治
体
に
お
い
て
課
題
の
検
証
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
う
し
た
動
き
を
注
視
し
、そ
の

結
果
得
ら
れ
た
教
訓
に
つ
い
て
は
、本
県
の
地
域
防
災
計

画
や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、着
実

に
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

知 

事

「
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備
え

  

の
充
実
」に
つ
い
て

3
樹
神
義
和
政
策
調
査
会
長

（
12
月
5
日
、本
会
議
）

（
豊
田
市
、2
期
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら
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ス
マ
ホ
・
ゲ
�
ム
依
存
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

民
間
企
業
の
障
害
者
雇
用
支
援

の
強
化
求
め
る

が
ん
患
者
の

治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
へ

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

　
鳴
海
や
す
ひ
ろ

議
員
（
中
村
区
、

１
期
）
は
、
世
界

的
な
問
題
に
な
り

つ
つ
あ
る
「
ス
マ

ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存

症
」へ
の
対
策
と
、

道
路
行
政
に
つ
い
て
県
の
考
え
を
質

し
た
。

　

ま
ず
、「
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
」

に
つ
い
て
は
、
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）
が
国
際
疾
病
分
類
に
追
加

す
る
と
公
表
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
急

新政あいち県議団 県政レポート

愛
知
県
議
会

質
問
録
画
は

検
索

増
す
る
ゲ
ー
ム
依
存
症
患
者
の
重
症

化
を
防
ぐ
支
援
体
制
の
構
築
を
求
め
、

質
問
に
対
し
県
は
、
教
育
委
員
会
と
も

連
携
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
適
切
な

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
方
法
な
ど

を
普
及
啓
発
し
て
い
く
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
行
政
に
つ
い
て
は
、
名

古
屋
駅
周
辺
は
今
後
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
建
設
工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
建
設

発
生
土
の
搬
出
車
両
等
の
増
加
な
ど

に
よ
る
道
路
汚
損
や
土
砂
の
粉
じ
ん

化
に
よ
る
健
康
面
で
の
問
題
が
懸
念

　
日
比
た
け
ま
さ

議
員（
春
日
井
市
、

2
期
）は
、「
が
ん

患
者
の
治
療
と
仕

事
の
両
立
支
援
」

を
テ
ー
マ
に
、東

京
都
の
取
組
や

県
内
に
お
け
る
民
間
団
体
の
活
動
を
紹

介
し
た
う
え
で
、企
業
へ
の
行
政
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
本
県
の
考
え
を
質

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
県
は
、民
間
団
体
と
連

携
し
た「
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
フ

ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催
や
啓
発
資
料
の
作

成
に
つ
い
て
詳
細
に
回
答
す
る
と
と
も

に
、今
後
は
企
業
が
取
組
を
進
め
る
際

に
有
効
な
手
段
と
な
る
事
例
集
の
作
成

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。

　

併
せ
て
、予
防
の
観
点
か
ら
、企
業
が

従
業
員
の
健
康
増
進
を
目
指
す「
健
康

経
営
」の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
た
、健

康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
す
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
あ
い
ち
健
康
経
営

ネ
ッ
ト
」の
構
築
や
、「
愛
知
県
健
康
経

営
推
進
企
業
」の
登
録
・
表
彰
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
も
回
答
し
た
。

　

日
比
議
員
は
、こ
の
他
に
も「
投
票
率

向
上
に
向
け
た
取
組
」、「
保
安
林
の
管

理
」に
つ
い
て
質
問
し
、県
は
投
票
し
や

す
い
環
境
整
備
に
関
わ
る
取
組
と
し

て
、全
国
で
4
市
町
し
か
行
わ
れ
て
い

な
い「
共
通
投
票
所
」の
豊
田
市
内
で
の

設
置
や
商
業
施
設
を
利
用
し
た
期
日
前

投
票
所
の
増
設
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
嶋
口
忠
弘
議

員（
安
城
市
、１

期
）は
、愛
知
県

に
お
け
る
障
害

者
雇
用
の
現
状

と
法
改
正
を
踏

ま
え
、民
間
企
業

の
採
用
活
動
・
職
場
定
着
等
の
実
態
を

示
し
、障
害
者
雇
用
に
対
す
る
県
の
取

組
の
充
実
・
拡
大
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
県
は
、採
用
段
階
で
の

支
援
の
充
実
、障
害
の
特
性
に
合
わ
せ

た
職
務
の
切
り
出
し
の
情
報
発
信
、ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
・
就
労
支
援
者
等
に
よ
る

現
地
・
現
認
で
の
支
援
機
能
の
強
化
等

を
図
っ
て
い
く
と
の
考
え
を
示
し
た
。

さ
れ
る
事
か
ら
、
道
路
管
理
者
と
し
て

ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
質
問
し
、
県

か
ら
は
名
古
屋
市
と
更
な
る
連
携
強

化
を
計
り
、
道
路
沿
線
住
民
の
不
安
を

和
ら
げ
る
取
組
を
進
め
る
と
の
答
弁

を
得
た
。

　

さ
ら
に
鳴
海
議
員
は
、
通
行
車
両
の

増
加
す
る
堤
防
道
路
の
今
後
の
運
用

と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て
も

県
の
考
え
を
質
し
、
県
か
ら
は
堤
防
道

路
の
危
険
地
点
へ
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
を
検
討
す
る
と
の
前
向
き
な

答
弁
を
引
き
出
し
た
。

　
永
井
雅
彦
議

員（
刈
谷
市
、２

期
）は
、国
が
平

成
３２
年
度
末
ま

で
に
約
３２
万
人

分
の
保
育
所
整

備
を
進
め
る
と

し
て
お
り
、本
県
に
お
い
て
も
平
成
３0

年
３
月
に
計
画
を
見
直
し
、隠
れ
待
機

児
童
も
含
め
た
待
機
児
童
対
策
を
進

め
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、女
性
の

就
業
率
上
昇
に
よ
り
増
大
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
需
要
予
測
し
、保
育

所
整
備
支
援
と
合
わ
せ
、企
業
の
保
育

所
活
用
も
含
め
、待
機
児
童
解
消
の
早

期
実
現
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
県
は
、女
性
の
就
業
率

上
昇
に
伴
う
潜
在
的
な
保
育
ニ
ー
ズ

の
増
大
分
を
加
味
し
た
地
域
毎
の
計

画
を『
愛
知
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
』に
反
映
し
、保
育
所
整
備
支
援
を

進
め
、平
成
３０
年
度
は
４
，８
３
３
人

分
の
定
員
増

を
図
る
と
答

弁
。

　

ま
た
、企

業
の
保
育
所

活
用
も
含
め

平
成
３１
年
度

末
、待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
し
っ
か
り

と
取
組
む
と
と
も
に
、保
育
士
確
保
に

向
け
、給
与
改
善
や
補
助
員
増
な
ど
就

労
環
境
改
善
を
進
め
、平
成
２９
年
度
に

は
３
０
，８
１
２
人
ま
で
増
加
さ
せ
る

な
ど
、今
後
も
保
育
士
確
保
に
積
極
的

に
取
組
む
と
の
考
え
を
示
し
た
。

待
機
児
童
解
消
へ
保
育
士
確
保
を

　

ま
た
、嶋
口
議
員
は
、「
東
海
道
新
幹
線

の
利
活
用
促
進
の
取
組
」の
観
点
か
ら
、

新
幹
線
三
河
安
城
駅
の
ひ
か
り
停
車
に

向
け
た
、当
該
地
域
の
自
治
体
・
経
済
団

体
の
取
組
と
西
三
河
地
域
の
玄
関
口
と

し
て
の
重
要
性
お
よ
び
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
拡
大
の
必
要
性
を
示
し
、県
の
支
援
を

求
め
た
。

　

質
問
に
対
し
県
は
、三
河
安
城
駅
へ
の

ひ
か
り
停
車
は
、産
業
振
興
・
観
光
振
興

を
図
る
上
で
重
要
な
課
題
と
の
見
解
を

示
し
、三
河
安
城
駅
が
よ
り
便
利
で
西
三

河
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

駅
と
な
る
よ
う
、今
後
も
J
R
東
海
に

対
し
て
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
く
考

え
を
示
し
た
。

﹃
2
0
2
3
年 

技
能
五
輪
国
際
大
会
﹄

オ
�
ル
ジ
�
パ
ン
で
招
致
を

　
西
久
保
な
が
し

議
員
（
岡
崎
市
及

び
額
田
郡
、２
期
）

は
、
２
０
２
３
年

の
技
能
五
輪
国
際

大
会
の
招
致
に
向

け
、
大
村
知
事
を

委
員
長
と
す
る
国
際
大
会
招
致
委
員
会

を
中
心
に
、
企
業
や
諸
団
体
な
ど
を
巻

き
込
み
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取
組
み
、

招
致
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
投
票
権
を

持
つ
Ｗ
Ｓ
Ｉ（
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ル
ズ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
加
盟
国
・
地

域
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
あ
る
が
、多
く
の
国
民
、県
民
に
応
援

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
招
致
機
運
を
盛

上
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
提

言
し
た
。

　

大
会
招
致
に
向
け
て
は
、2
0
1
8
年

１０
月
に
日
本
・
愛
知
が
正
式
に
立
候
補

表
明
を
し
、
日
本
の
他
に
は
フ
ラ
ン
ス

も
立
候
補
し
て
お
り
、Ｗ
Ｓ
Ｉ
加
盟
国

／
地
域
7１
か
国
の
投
票
に
よ
り
、

2
0
1
9
年
８
月
ロ
シ
ア
・
カ
ザ
ン
で

開
催
国
が
決
定
す
る
予
定
。

　

な
お
、西
久
保
議
員
の
質
問
・
提
言
に

対
し
、
県
か
ら
は
招
致
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
活
用
や
S
N
S
で
の
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
投
票
権
を
持
つ
加
盟

国
・
地
域
に
対
し
、
国
際
空
港
に
直
結

す
る
会
場
、選

手
宿
泊
地
の

利
便
性
な
ど

を
説
明
し
、オ

ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
体
制
で
招

致
活
動
を
積

極
的
に
取
組

ん
で
い
く
と

の
考
え
を
示

し
た
。

２
０
２
３
年
技
能
五
輪

国
際
大
会
招
致
委
員
会
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